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気象庁では、警報級の現象が5日先までに予想される場合に、その可能性を「早期
注意情報（警報級の可能性）」として発表している。既に提供していた大雨、大雪、暴風
、波浪に加え、高潮に関する早期注意情報についても提供可能とするため、新たに「
日本域台風時高潮確率予報システム（日本域高潮PFS：Probabilistic Forecast System
）」を新たに開発した。

日本域高潮PFSは、台風予報円の情報を元に、①日本域高潮モデルを用いて、台風
進行の横方向に進路を等間隔にずらした計21通りの台風進路を作成（Taylor and 
Glahn, 2008）し、台風ボーガス（Fujita, 1952）を利用した21通りの5日先までの高潮予報
計算を実行する。その後、②台風進行速度の不確実性について、高潮予報結果の時
間をずらす処理を実施することにより、21×21=441通りの高潮予報に拡張して、更に
潮汐効果も加算することで、高潮確率予報を作成する。この高潮確率予報を元に、警
報級の可能性を判定し、高潮早期注意情報を発表する。
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表は日本域高潮モデルと日本域高潮PFSの仕様比較を示している。予報時間とメン

バー数、及び台風ボーガスの取り扱いが異なるのみで、座標系や空間解像度、計算
領域は同一である。日本域高潮モデルの台風ボーガスはMSM予報値に埋め込む一
方、日本域高潮PFSは台風ボーガスのみで動作し、埋め込みは行わない。このため、
非台風時は動作しない。
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